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確認   /  入力者  入力   /  入力者     ConNo  

                                    令和 8年 4月 1 日 

社会福祉法人前橋市社会福祉協議会長 様 

令和 7 年度 地域福祉活動助成事業 町社協活動実績報告書 
１． 団体・代表者の情報 

(1)団体・活動の代表者 ※必ず記入してください 

町社協名 前橋町社協 代表者氏名 
(フリガナ) マエバシ タロウ 

前橋 太郎 

２． 収支予算内訳 ※総会資料等、別途添付の場合は記載不要 

収 
 
入 

項 目 当初予算額 実績額 

設立助成（設立初年度のみ） 80,000 円 80,000 円 
運営費助成 60,000 円 60,000 円 
サロン参加費収入 10,000 円 8,300 円 
前年度繰越 10,000 円 10,000 円 
その他の収入 0円 3,000 円 
 円 円 

計 160,000 円 161,300 円 
 
 

   

支 
 
出 

項 目 当初予算額 実績額 

サロンに係る費用（茶菓子代・保険料） 50,000 円 52,255 円 
消耗品費 40,000 円 38,318 円 
印刷費 30,000 円 26,420 円 
雑費 40,000 円 36,987 円 
次年度繰越金 0 円 7,320 円 

計 160,000 円 161,300 円 

３． 活動の実績 

サロン活動実施状況 ※サロンを複数実施している場合、2 か所目以降のサロンは別紙にて報告 

サロン名 前橋町第 1 サロン 

サロン 
年間実施回数 

年  12  回 
サロンで 

好評だった内容 

e スポーツを導入し、太鼓の達人を実施。ゲ
ームの対戦を通じて自然と会話が生まれ、楽
しい時間を過ごすことができた。 

見守り活動実施状況 

見守り 
会議頻度 

年 12 回 ・ 開催していない  
見守り会議 
参加者 

自治会関係者 ・ 民生児童委員 ・ 

保健推進員 ・ 老人会 ・ ボランティア ・ 

その他（介サポ、育成会、生涯学習奨励員） 

【運営費】 

記入例 

予算額は申請書に記載
した額をご記入ください 

収入と支出額は必ず
一致させる 

余剰額は 

次年度繰越金へ 

裏面につづく 



４． 助成金の加算について 
令和８年度は、要項４「助成金額（４）」に規定する運営費（追加助成）を実施する予定です。加算要件をご確認
のうえ、申請の希望の有無をご記入ください。なお、申請いただいた場合も、必ずしも交付をお約束するもので
はありません。市社協にて審査のうえ、交付を決定させていただきます。 

町社協運営費加算を 
※希望有無に関わらず、町社協活動については、地区
担当者より別途聞き取りをさせていただきます。 希望する  ・  希望しない 

 

町社協活動実施状況 

町社協広報状況 
自治会広報紙に掲載 ・ 町社協独自の広報誌を発行 

その他（自治会ホームページへ掲載 / SNS を活用）  
年間広報 
実施回数 

年  6  回 

町社協で 
工夫したこと 
実践したこと 

・町社協活動の協力者募集チラシを作成し、回覧したところ、8名の応募があった。 
・町内行事の参加者に町社協への協力に関しての声かけを行った。 
・サロンや見守りの際に困りごとを聞き、町社協の LINE グループで共有。町内で解決で
きることはお助け隊として対応し、解決が難しい場合は関係機関を紹介している。 
・地元の NPO 法人〇〇が町社協メンバーとなり、交流見守り支え合い活動について一緒
に検討している。 
・㈱〇〇の敷地を活用し、多世代交流イベントを実施した。 
・見守り対象者をマップに落とし込み、一目でわかるようにした。 
・住民の異変を感じたときの連絡経路を「見守り経路図」としてまとめ、全戸配布した。 
・買い物支援の一環として、サロン後に移動販売車を手配している。 
・市社協の公用車を借り、サロン参加者の送迎や買い物ツアーを実施した。 
・〇〇財団の助成金を年○円申請し、町社協の交流見守り支え合い活動に活用している。 

町社協の 
課題 
改善点 

・担い手が固定化しており、新たな協力者の参加を促す仕組みづくりが必要。 
・若い世代の参加が少ないため、周知方法や活動内容の見直しが必要。 
・見守り活動の情報共有の場がなく、個人の負担を軽減するためにも組織的な共有体制の
整備が必要。 
・困りごとは把握できているが、支援につなげる具体的な対応方法の整理が不足している。 
・活動内容が住民に十分伝わっておらず、広報の強化が必要。 
・サロンや交流活動の参加者が固定化しているため、新規参加者を増やす工夫が必要。 
・個人情報の取り扱いに配慮しながら、必要な情報を共有するルールづくりが必要。 
・町社協活動の評価や振り返りを行う機会が少なく、改善につながりにくい。 
・他町の取組事例を知る機会が少なく、活動の発展につながりにくい。 
・町社協役員が集まり情報共有や活動を検討する場がない。 

※チラシや広報誌、町社協の活動に関する写真等で提供いただけるものがございましたら、添付願います。 


